
水生生物モニタリング報告                    2008 年 4月 14日 

水生生物グループ 平井 

1. 成果 (2007年 2 月～2008 年 3月) 

 ・水生生物の生物相、種類数、個体数などの実態が把握できた。 

 ・環境の多様化に応じた生物相の多様化がみられた。 

 ・野川の渇水による水生生物の減少が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 今後の課題 

 ・参加者の調査技術の向上とモニタリングの精度の確保 

 ・データの集計と解析 

3. 2008年度計画 

 ・2007年度と同様、四季 1回ずつのモニタリングを実施する。 

 ・データの解析と事業への反映方法を検討する。              以上 
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